
30代半ば、接客業からの転職を考えたとき、「好きな

ものづくりを仕事にしたい」という思いが強くなりました。
そんな時、知人がポリテクセンターで学んでいることを知
り、ポリテクセンターの事を調べて受講を決意。転職の
きっかけになればという思いで挑戦しました。
訓練では仲間と協力しながら模擬家屋を作り上げる過程

がとても楽しく、実際に造るを体験しながら学べる環境が
魅力でした。辛いことはなく、チームワークを通じて技術
と自信を身につけられたことが大きな収穫です。学んだ知
識と経験が、次のキャリアへの確かな一歩となりました。

ものづくりへの挑戦が
転職の一歩に！

未経験から家具製作の現場へ

修了生の活躍事例

住宅リフォーム技術科
(６か月訓練)

[⇒前職：接客業 (正社員 ) ]

採用者の声 代表取締役産 池田 直繁  様木村 敬子さんの業務

親和木工 株式会社

平成２９年 ７月 入所
平成２９年１２月 修了

就職先企業での活躍

親和木工株式会社（宮崎県宮崎市）

<事業内容>

家具・建具の製作から住宅や店舗のリフォームまで幅広く手掛ける木工会社。顧客の要望に応じた
オーダーメイド家具や収納建具を提供し、快適な住環境づくりをサポートしています

（製品例）
オーダーメード家具・建具・リフォーム

現在ポリテクの修了生3名が活躍

「さらなる技術習得を目指して」

木村敬子さん（４６）

工務作業：家具製作
図面を読み取り、グループ作業や単独作業
で住宅、店舗、病院などのさまざまな家具
の製作を担当しています。

インタビュー日：令和 7年 11月１2日

1期前の修了生が親和木工に就職していたことを知り、まだ求人があると聞いて
応募しました。未経験・女性という条件でしたが、「やりたい！」という強い思い
で挑戦。工場で同じものを大量生産するのではなく、図面を基に一つの家具を完成
させる仕事に魅力を感じたことが決め手です。面接では現状と熱意をしっかり伝え、
採用に至りました。現在は住宅や病院向けの家具製作を担当し、ポリテクセンター
で学んだ道具の扱い方や基礎技術が大きく役立っています。

会社の後押しを受けながら、業務終了後も練習を重ね、
2024年に技能検定「家具製作2級」を取得しました。
次の目標は建具作成2級の取得です。ベテラン技術者
の貴重な知恵・知識をしっかり学び、技術を磨き続け
たいと思っています。これから受講される方へ――熱
意は必ず伝わります、いろんなことも、ぜひ挑戦して
みてください。

女性で全くの未経験でしたが、面接で「やってみたい」
という強い意欲が感じられ、工場の雰囲気を変えたいとい
う当社の思いとも一致しました。採用後は、図面を渡すと
しっかり仕上げ、コツコツとスキルを伸ばす姿勢に感心し
ています。職場のコミュニケーションも円滑になり、採用
して本当に良かったと実感しています。

施工例

親和木工株式会社
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